
近畿運輸局大阪運輸支局自動車運送事業の現状①
2023.9.28 箕面市地域公共交通活性化協議会

※令和５年版交通政策白書より

・自動車運転者は、労働時間が全産業平均よりも多く、年間所得額が低い。平均年齢も全国平均よりも高い。
・少子高齢化、コロナ禍による新しい生活様式の浸透により、輸送人員の回復せず低迷している。
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四角形



・平成２８年 ・令和４年

近畿運輸局大阪運輸支局自動車運送事業の現状②
2023.9.28 箕面市地域公共交通活性化協議会

○働き方改革関連法の施行

〇大阪府の法人タクシーの輸送人員・運送収入の推移 〇大阪府の法人タクシーの運転者証交付数の推移

年齢 H28.3末 H29.3末 H30.3末 H31.3末 R2.3末 R3.3末 R4.3末 R5.3末

～39歳 625 646 708 830 1,028 995 932 1,049

40～59歳 7,878 7,575 7,363 7,090 7,266 6,294 5,865 5,817

60歳～ 15,760 15,253 14,698 14,371 13,175 12,620 11,768 10,977

合計 24,263 23,474 22,769 22,291 21,469 19,909 18,565 17,843

〇大阪府内の運転免許（第二種）保持者数

※大阪タクシーセンター資料より作成

年齢 大型 中型 普通 大特 計 年齢 大型 中型 普通 大特 計
～39歳 3,374 523 1,636 7 5,540 ～39歳 2,096 973 1,733 8 4,810

40～59歳 19,059 8,979 8,052 63 36,153 40～59歳 17,860 11,298 3,541 58 32,757
60歳～ 20,474 36,899 6,521 23 63,917 60歳～ 17,032 31,299 1,085 32 49,448

計 42,907 46,401 16,209 93 105,610 計 36,988 43,570 6,359 98 87,015

府内のタクシー運転者は、ここ７年で２６％減少。
７０歳以上が全体の３１％（5,536人）を占める。

府内の大型第二種免許保持者は、ここ６年で１４％減少。
７０歳以上が全体の２５％（9,405人）を占める。

健康の阻害や過労死に至る長時間労働
を是正、ワーク・ワイフ・バランスを
改善すること等を目的。

一部の事業・業務は、長時間労働の背
景に、業務の特殊性や取引慣行の課題
があることから、時間外労働の上限に
ついて適用が５年間猶予され、また、
一部特例つきで適用されることになっ
た。

※令和５年版大阪の交通白書より作成

「働き方改革関
連法」の適用が
２０２４年まで
猶予されていた。
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○バス ○タクシー

近畿運輸局大阪運輸支局自動車運送事業の現状③
2023.9.28 箕面市地域公共交通活性化協議会

○改善基準告示
「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（厚生労働大臣告示）のことを言い、自動車運転者の長時間労働を防ぐことは、労働者自身の健康確保のみならず、国民
の安全確保の観点からも重要であることから、トラック、バス、ハイヤー・タクシー等の自動車運転者について、労働時間等の労働条件の向上を図るため拘束時間の上限、
休息期間について基準等が設けられている。

・拘束時間
使用者に拘束されている時間のこと。
（「労働時間」＋「休憩時間」）
（会社へ出社（始業）し、仕事を終えて会社から退
社（終業）するまでの時間）

・休息期間
使用者の拘束を受けない期間のこと。

（業務終了時刻から、次の始業時刻までの時間）

※厚生労働省ホームページより作成。

バスの場合
・１日の拘束時間 １３時間以内
（上限１５時間、１４時間超は、週３回までが目安）

・運転時間 ２日平均１日： ９時間以内
４週平均１週：４０時間以内

・施行により、１日の休息時間が「継続８時間」から「継続１１時間」が基本となった。
・終業が２１時の場合、朝５時から勤務は不可のため、通期・通学のピーク時の対応が行えない。
・運転者の減少により、交替要員が確保できなければ、運行が継続できない状況。

終業21:00始業8:00終業21:00

休息１１時間

終業18:00始業5:00終業21:00

点検、回送、営業運行、休憩、営業運行、回送、点検
（拘束時間１３時間）

休息8時間

従前

今後

自動車運転者の時間外労働の上限は、令和６年４月から原則月 45 時間・年 360 時間、臨時的特別な事情がある場合でも年 960 時間となる。
これも踏まえて、改善基準告示の見直しが行われた。（見直し後の改善基準告示は令和６年４月から適用される。）

○拘束時間・休息時間のイメージ図

点検、回送、営業運行、休憩、営業運行、回送、点検
（拘束時間１３時間）
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